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〈Voice①〉『自分の経験が活かせる、やりがいのある仕事です！』
　明治安田システム・テクノロジー株式会社
　岩渕 芳さん（平成10年 理学部卒）
　小田 さやかさん（平成19年 人文学部卒）
〈Voice②〉『この人に任せて大丈夫という人になりたい！』
　東北ミサワホーム株式会社
　佐々木 美佳さん（平成20年 人文学部卒）
〈Voice③〉『この地域が好きです、みんなで協力が大切！』
　アツギ東北株式会社
　新田 和憲さん（平成18年 理工学部卒）

● 地 ( 知 ) の拠点 青森ＣＯＣ＋推進機構
　「オール青森で取組む「地方創生人財」
　　　　　　育成・定着事業
　弘前大学は、文部科学省「地 (知 ) の拠点大学による
　地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）」に採択されました。

●コラム『二宮尊徳の教え』
　～600の村を復興再生した「報徳仕法」～
●若手社会人×弘大生
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●information
　図書貸出『キャリアと仕事』
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●現在どのようなお仕事をされていま
すか。
岩渕：会社全体では様々な仕事をして
いますが、ここ弘前で私たちが担当し
ているのは、保険の営業員の方が使っ
ているシステムをつくる仕事です。営
業員の方がパソコンでお客様に保険を
ご説明する画面や保険の設計書などを
印刷するシステムです。
　全国三万人以上の営業員の方がそのシ
ステムを使っています。明治安田生
命のグループ企業として、その重要
な仕事を、実は弘前で行っています。
小田：私も同じ仕事を担当していま
す。弘前では他に外販といって、知
識や経験をもとに、他の会社のシス
テムなど依頼を受けていて、明治安
田生命以外の仕事も増えています。
●弘前で全国の仕事をしているので
すね。
岩渕：東京で重要な内容を打ち合わ
せて連携して仕事をします。東京は
情報量も多く整理に時間がかかりま

す。弘前ではシステム設計に特化して
早く仕上げることができると思ってい
ます。言われたことをやるというので
はなく、自分の経験や知識を活かせる
とてもやりがいのある仕事です。

●仕事を覚えるまで大変でしたか。
小田：私は人文学部でレポートをパソ
コンで作るぐらいの学生だったので最
初は苦労しました。入社して３カ月程
東京で研修があります。ＳＥの基礎を

学び、グループで演習も実施していま
す。
岩渕：私も入ってから覚えることの方
が多かったです。入社した後でどう頑
張っていくかが重要だと思います。
●仕事での失敗はありますか。
岩渕：やっぱりあります。東京の方で
も直してもらったり、弘前でもテスト
したり、昔いろいろな方に迷惑をかけ
てしまいました。仕事について自信は
ありますが、自分たちが作ったシステ
ムに問題がないか、完成するまでドキ
ドキします。
小田：自分ひとりが仕事を把握するの
ではなく、メンバー皆で情報を共有し
ています。みんな同じ方向を向いて仕
事ができるように心がけています。

●育児休業の後、短時間勤務で働いて
いらっしゃるのですか。
岩渕：通常勤務は９時から５時半まで
なのですが、今私は１時間早い４時半
に仕事を終え、子どもを保育園に迎え
に行きます。会社の制度で、小学校１

弘前駅から大学へのバス通り。富田通りに
明治安田生命のビルがあります。
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全国の重要な仕事を、実は
弘前で行っています。

情報を共有して、皆で同じ
方向を向いて仕事をします。

ワーク・ライフ・バランスで
仕事を頑張っています！

しい時、どうしても間に合わない時で
も会社として10時までに退社しなけれ
ばなりません。残業しても普通は８時
には退社します。セキュリティ上持ち
帰りは絶対にＮＧです。
岩渕：仕事がちゃんとできていれば有
給休暇も取りやすいです。子どもが急
に熱を出した時も、日程を調整してお
休みを頂いています。

●どのような学生生活でしたか。
岩渕：勉強をまじめにやっていました
ね。脳と目の情報のやり取りを研究し
ていましたが、極めるレベルが高すぎ
ました。
小田：苦学生で塾講師のアルバイトを

して生活していました。水泳部に入り
ましたが、飲み会が多くてやめてしま
いました。
●なぜこの仕事を選んだのですか。
小田：職業の適性検査でシステムエン
ジニアが向いているという結果が出ま
した。それがきっかけで、自分で調べ
て求人を見つけました。
岩渕：大学で勉強したことを活かせて、
弘前で働ける仕事を探しました。

●弘大生の後輩に何かメッセージをお
願いします。
小田：私は学生時代、お金は無いけど
時間はあったので、できる範囲でもっ
と旅行をすればよかったと思っていま
す。地元じゃない場所や海外にも行っ
て、見たことのない世界をたくさん経
験してほしいですね。
岩渕：就職活動では文系だから理系だ
からと学部にとらわれないで、興味を
もったことを調べてみると良いと思い
ます。自分で面白そうだと思うことを
見つけてやってみることで人生が豊か
になると思います。
●本日は有り難うございました。
取材・インタビュー
日野、富沢、阿部（人文学部２年）
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弘前で働ける仕事、自分で
調べて求人を見つけました。

忙しい時は残業もしますが、
休暇も取りやすいです。

文系・理系にとらわれず、
面白い事を見つけてみよう！

年生まで短時間勤務が可能です。「小
学校に入るまで」ではなく、「１年生
まで」の制度があるので、子どもの環
境が変わるときに見守れて安心です。
夫も同じ職場なので相手の仕事状況も
わかり、協力して育児ができます。

小田：少し前に結婚しました。夫も同
じ仕事です。私は実家から通勤してい
たので家を出てすべきことが増えまし
た。やり方を考えて、仕事と家庭を両
立させようと努力しています。会社の
働き続けられる制度は助かります。先
輩を見て頑張れます。

●残業も多いのですか。
小田：今は定時に帰っていますが、忙

岩渕さん　取材の２カ月前に育児
休業から復職し、短時間勤務中。

小田さん　取材の少し前にご結婚
され、仕事と家庭がとても充実。



●現在どのようなお仕事をされてい
るか教えてください。
　「住まいを通じて生涯のおつきあ
い」というコーポレートスローガン
のもと、一戸建ての営業職に就いて
います。展示場に来場されたお客様
を接客したり、ミサワホームオーナー
様からのご紹介を頂いたりして、そ
れぞれのお客様のニーズに合わせた
ご提案をしております。最近では、
りんご農家の方から、「薪ストーブが
ある家をつくりたい！」というご要
望への提案もさせて頂きました。
　一年目、仙台で一戸建ての営業を
担当し、三年目に地元の青森に異動
しました。青森でも一戸建てを担当
していましたが、二年前には資産活
用という、医療福祉施設や賃貸住宅、
流通店舗等、一戸建て以外の建物を
担当する営業を経験しました。そし
て去年、再び一戸建ての営業になり
ました。部署替えは新鮮味があり勉
強になります。担当する建物の種類
にはこだわりません。また、法人を
対象とする営業もしてみたいと考え

ております。
●営業で大切にしたいと思うことは
何でしょうか。
　オーナー様との、契約後のお付き
合いが大切だと思います。ミサワホー
ムでは、定期的に必ずオーナー様を
訪問し、住み心地や不具合の有無を
伺います。ご入居後も、良き相談相
手になれれば嬉しいです。話しやす
く、「この人に任せて大丈夫」と思わ
れる人になりたいです。営業は「お
客様の夢をかたちにできる」という、
やりがいを感じることができます。

●学生の時から住宅関係の仕事に興
味があったのですか？
　就職活動で、はじめて住宅会社の
説明を聞いたことがきっかけです。
実は他社だったのですが…。公務員
にも憧れていましたが、こだわって
はいませんでした。担当者からの「営
業は、自分の努力次第で収入を増や
せる」という言葉が印象に残り、営
業職での就職を希望しました。そし
て最終的に出会ったのが、ミサワホー
ムでした。４年生の６月頃に内々定

をいただきました。
●女性営業職は少ないと聞きました。
何か悩みはありますか？
　男性との体力差は仕方ありません。
無理せず、自分のペースを大切にし
ています。「男性はしっかりしている」
という印象が強い気がします。良い
意味で、期待を裏切れるようになり
たいです。将来におけるライフスタ
イルの変化についても、悩んでいる
仲間は多いようです。ミサワホーム
では、産休・育休前後のフォローを
ルール化し、ハンドブックとしてま
とめています。今後は介護編の制作
も検討しているようです。バックアッ
プ体制が感じられて、とても心強い
です。
　マイホームを検討されるお客様は、
私よりも人生経験豊富な方々です。

勤務の中心は青森市の支店ですが、
弘前の展示場でお話を聞きました。
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お客様の夢を形にできる、
営業の楽しさがあります。

自分の努力次第。女性も
活躍できる雰囲気に。

話題についていけるか不安もありま
した。当時の上司や先輩、同期、そ
して家族の支えがあったからこそ乗
り越えられたと心から感謝していま
す。オーナー様の言葉にも、たくさ
ん勇気づけられました。

●弘前大学では、どのような学生生
活でしたか。
　青森市の自宅から大学まで通学時
間が長く、講義も朝から晩までたく
さん履修していたので、充実してい
ました。専攻は民俗学でした。岩手
県でフィールド・ワークを行い、そ
の成果を報告書として作成しました。
ゼミでの滞在時間が常に少なかった
ので、熱心な学生ではないと思われ

ていたかもしれません。学費を稼ぐ
ため、アルバイトを４年間していま
した。目標としていた博物館学芸員
資格を取得しました。
●地元の青森県で働くことを希望さ
れたのですか。
　社会人一年目、仙台ではじめての
一人暮らし、会社の慣れない環境で、
上司や先輩、同期も親切にしてくれ
ていたのにもかかわらず、ホームシッ
クになりました。家族のことが心配
で毎月一回、青森に帰省していまし
た。「青森で勤務したい」と上司にも
相談し、三年目から青森支店で勤務
しております。
●平日がお休みの日ですか。
　毎月第一日曜日と、火曜日（第一
火曜日は除く）、水曜日が定休日です。
平日が休日ですと、外出先が混み合
わないことが多いので、助かります。
冠婚葬祭の場合などは、お休みを頂
けるので、困ってはいません。

●将来はどう働きたいですか？
　営業職は最初にお客様と接する職
種ですので、色々な知識が必要です。
至らない点もあるかとは思いますが、
誠実にご提案していきたいと思いま
す。自分の時間を楽しむ方、子育て

展示場で見つけた
マスコット。

4

大学では“フィールドワーク”
を実施していました。

青森県を元気づける仕事が
できればと思っています。

感謝の気持ち。周りの人たち
に支えられています。

モデルハウスの中はリビングや子
ども部屋など素敵な空間でした。

世代、介護を要する人やその家族の
要望をかなえ、よりよい住まいを提
供したいと考えております。住まい
を通じて、青森県を元気づける仕事
ができればと思っています。「しなや
かに強く」働きたいです。

●弘大生の後輩に何かメッセージを
お願いします。
　インターンシップを活用し、実際
の仕事を体験すると、安心して答え
が出せると思います。謙虚な気持ち
を忘れないよう、出会った人たちの
良いところを吸収し、成長していき
たいです。まわりの方々への感謝も
大切です。私も本当にたくさんの人
たちに支えられてきました。
●本日は有り難うございました。
取材・インタビュー
富沢、澤田（人文学部２年）

「青森県内の企業に就職」や「青森県で起業」を目指す学生を支援します。

「地域創生人財」を育成する教育プログラムを開発・実施します。

青森県の強みである４分野で、各大学・企業等のチーム力による雇用創出を目指します。



●現在どのようなお仕事をされてい
るか教えてください。
　アツギではストッキングを作って
います。その中でも合繊加工課では、
ストッキング用の加工糸を作ってい
ます。色々な糸を組み合わせて製品
が作られます。カバーリング糸でも
300種類ぐらいあります。例えば、伸
びやすいポリウレタン糸や、丈夫で
切れないけどあまり伸びないナイロ
ン糸などを組み合わせて、丈夫で伸
びる糸の特性に加工します。
　入社から９年間この課で働いてい
ます。合繊加工課にはパートの方が
80名ほどいて加工機械を扱っていま
す。この方たちが仕事しやすい環境、
気持ちよく仕事できる環境を考え整
えています。
●仕事での失敗はありますか。どう
乗り越えましたか。
　社員として入社して、パートの方々
に指示を出すのですが、私よりも長

く働いている方々です。仕事も良く
知っています。指示が上手くできま
せんでした。しかし、自分ひとりで
やるんじゃない、みんなで協力して
仕事をするんだと分かったとき、仕
事ができるようになりました。
　ちょっと調子が悪いなと思ったら
「声をかける」ようにしています。仕
事以外でも、お子さんの病気や学校
のことなど色々あります。声をかけ
合うことでケガや労災防止にもなり
ます。基本的なことですが、朝の挨
拶も大切だと思っています。

●下北むつ地域で働くことを決めて
いたのですか？
　大間の出身です。高校はむつ市に
毎日バスで通っていました。慣れ親
しんだこの地域が好きです。朝起き
ると鳥の鳴き声が聞こえます。仙台
に住んだこともありますが、住むよ
り買い物に行く方が楽しいと思いま
した。不便だとは思いません。普段

暮らすのに、私にはちょうど良いで
す。休日にはひとりカラオケにも行
きます。この前は星野源さんを歌い
ましたよ。働くとお給料をもらえま
すが、学生の頃と比べて、ちゃんと
お金の管理もできるようになったと
思います。最近やっと奨学金の返済
が終わりました。いつお嫁さんが来
ても大丈夫（笑）なように貯金もし
ています。東京で高い家賃を払うよ
り、地元でその分、お金を使えると
思います。
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ストッキング用の加工糸を、
みんなで協力して作ります。

この地域が好きです。朝起き
ると鳥の声が聞こえます。

定時は8：30～17：10。
朝10分前に出勤しています。

日本最大級のストッキング生産量。
その工場がむつ市にあります。

●出勤時間と退勤時間を教えてくだ
さい。
　定時の勤務は8時30分から17時10分
までです。朝10分前には出勤してい
ます。私の課の残業は多くありませ

んが試作開発は大変です。春夏物を
冬に、秋冬物を夏に作り、展示会前
はとても忙しくなります。スタンダー
ドな商品の他に、柄物やカラータイ
ツもあります。柄物は毎回苦労しま
す。5本指ストッキングもありました。
最近はテレビの取材で工場内の自動
生産機械の撮影がありました。
●仕事で楽しい時は、どんな時です
か。辛い時もありましたか？
　仕事の目標が予定通りできた時は
嬉しいです。例えば「1か月生産80ト

ンとるぞ」ができた時です。逆に目
標が達成できなければ辛いのですが、
それ以上に品質問題がある時「あ～
何が悪くてダメなんだろう」とショッ
クです。でも頑張ろうと思います。

●学生の頃と社会人になってからで
は何が変わりましたか？
　大学時代も働いてからも、日々勉
強だなと思っています。学生の時は
パソコンやプログラムを自分ひとり
で向き合って作っていましたが、今
はパートの方が働きやすい環境を考
えます。直接的には結び付かな
いけれど活かされています。毎
日答えは出ないけれど、「今日は
こうやってできた、明日はこう
やろう」と毎日違う宿題をやっ
ているような気がします。学生
の頃と異なることは、責任が伴
うことですね。

●弘大生の後輩に何かメッセー
ジをお願いします。
　自分が “やりたいこと”の答え

がすぐに出なくてもいいと思います。
今いる場所で頑張ることが大切だと
感じます。私も学生の頃からストッ
キング好きだった訳ではありません。
地元で働きたいと思った時、この会
社に出会いました。母と同じ年代の
パートの方と一緒に目標に向かって
頑張る達成感があります。
　色々な人と関わり、視野を広げる
ことも良いと思います。気の合う友
人だけではなく、苦労があっても害
になる人間関係はないと感じていま
す。それが財産になると思います。
●本日は有り難うございました。
取材・インタビュー
安達、富沢、阿部（人文学部２年）

原料の糸加工から編み立て、縫製、染色、
商品検査まで、全工程一貫ラインの工場。
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ＡＴSＵＧＩのストッキング。
おしゃれと機能性のある商品。

今いる場所で頑張ること
が大切だと感じます。

毎日違う宿題をやっている気
がします。責任が伴います。



　弘前大学男女共同参画推進室の企画により、11月から
１月まで、青森県男女共同参画センター情報ライブラリー
所蔵の『キャリアと仕事』に関する図書の貸出を行いまし
た。本を読んで、将来のキャリアについて考える！良い機
会でした。

図書貸出『キャリアと仕事』

　学生就職支援センターは平成28年4月より、教育推進機
構キャリアセンターへと組織変更します。就職支援及び
キャリア教育のほか、就職相談や各ガイダンス、インター
ンシップも充実させていきます。

教育推進機構キャリアセンター

　　　『インターンシップ』
Information

写真上：事前研修会の様子。
　　　　「報告･連絡･相談」を練

習中。
写真右：インターンシップで何を学ぶ

か、グループ討議。

５月のオリエンテーション。
「何がやりたいのか」を探すことが
大切です。

　企業をもっと良く知ろう！５月に開催されたオリエン
テーションに多くの学生が集まりました。今年度は夏休み
を中心に延べ91の企業等へインターンシップ参加をしま
した。事前研修会、事後報告会も大切です。

安達 安有美（人文学部２年）
実際に働いている方から意見を聞
けて、刺激になりました。先輩の意
見を参考にしたいと思います。

取材で訪れた大湊線下北駅。
本州最北の駅です。１日200
人程の乗車人数があります。

編集・発行//弘前大学学生就職支援センター
取材学生スタッフ//富沢遙香、阿部夏子、日野夏美
　　　　　　　　　安達安有美、澤田悠祐
撮影//弘前大学学生就職支援センター

平成28年3月30日日野 夏美（人文学部２年）
実際に先輩のお話を聞くことで、以
前よりも就職に対しての不安が解消
されました。

富沢 遙香（人文学部２年）
先輩方のプライベートや今後のビ
ジョンについてもお話を伺うことが
でき、充実した体験ができました。

澤田 悠祐（人文学部２年）
今まで関心のなかった業界のお話を
聞けて、今後の進路を考える上で
の選択肢が増えました。

阿部 夏子（人文学部２年）
社内の応接室に案内されたり、工
場を見学したり、貴重な経験ができ
ました。


